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ウクライナおよびパキスタンへの人道支援に向けた寄付の実施について 
 

 

 当社は、ウクライナおよびパキスタンで被災され、避難生活を余儀なくされている方々への  

人道支援として、併せて 10,000,000 円の寄付を実施することを下記のとおり決定いたしました 

ので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． ウクライナ 

 2022 年２月 24 日にウクライナで軍事行動が開始され、９か月が過ぎた現在も戦火が続い

ております。子どもを含む民間人の犠牲は今も出ており、600 万人以上がウクライナ国内で

避難生活を余儀なくされていると推定され、1400万人以上が安全を求めて近隣諸国に避難し、

難民となっております。 

 当社は、2022 年３月 24 日に開示いたしましたとおり、ウクライナで被災された方々や  

周辺の地域に避難されている方々への寄付を実施いたしましたが、極めて深刻な状況が未だ

に続いていることを受け、国連世界食糧計画（国連 WFP）を通じて、5,000,000 円の追加人道  

支援を実施することといたしました。 

 

 

２． パキスタン 

 今年の夏、パキスタンでは、モンスーンによる記録的豪雨とそれに伴う洪水により、   

国土の３分の１が水没。1700 人以上がお亡くなりになり、3300 万人以上が被災しました。 

被害額は、少なくとも、パキスタンの国家予算に匹敵する 400 億ドル（約 6 兆円）に達する

とされています。 

 当社は、史上最悪レベルの大雨による洪水により被災された子どもたちとその家族への 

人道支援を行うため、公益社団法人セーブ･ザ･チルドレン･ジャパンを通じて、5,000,000 円

の寄付を実施することといたしました。 

 

 

ウクライナおよびパキスタンで被災され、避難生活を余儀なくされている多くの方々に   

心よりお見舞い申し上げ、犠牲になられた全ての人々に謹んで哀悼の意を表するとともに、   

被災された方々が一日も早く日常が取り戻されることを心から願っています。 

 

 

以上 


